
社　会　資　本　総　合　整　備　計　画

朝倉市安全で快適な都市公園の整備（防災・安全）

（第2回変更）
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朝倉市安全で快適な都市公園の整備（防災・安全）

平成28年度　～　平成32年度　（5年間） 朝倉市

・市民１人当たりの都市公園面積が8.7㎡/人から10㎡/人に増加
・避難所１人当たりの面積が0㎡/人から2㎡/人以上に増加

（H27当初） （H32末）

市民１人当たり都市公園等面積（都市公園の面積/都市計画区域内の人口）（㎡/人）

避難所１人当たりの面積（避難所面積/２ｋｍ徒歩圏内人口）（㎡/人）

Ａ　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32 （百万円） 策定状況

A1 公園 一般 朝倉市 直接 3,289 －

A2 公園 一般 朝倉市 直接 223 策定済

A3 公園 一般 朝倉市 直接 3 －

合計 3,515

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32 （百万円） 策定状況

合計

番号 一体的に実施することにより期待される効果

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32 （百万円）

C1 道路 一般 朝倉市 直接 47

合計 47

番号 一体的に実施することにより期待される効果

C1 都市公園事業（十文字公園）と一体的に整備することで、公園へのアクセス向上及び災害時の避難場所となる公園への有効な避難経路を確保できる。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32 （百万円）

合計

番号

3,515百万円 Ｂ 47百万円 Ｄ －
効果促進事業費の割合

社会資本総合整備計画 平成３０年２月２８日

計画の名称 重点計画の該当

計画の期間 交付対象

計画の目標

朝倉市は、市民１人当たりの都市公園面積が１０㎡以下で目標に至っていない。また、都市公園の施設は老朽化が進んでおり、安全で安心して利用できるように維持管理を行う必要がある。そこで、新たな都市公園の整備や既存公園の改築・更新を行い、多くの方が
安全で快適に利用でき、魅力ある都市公園づくりを目指します。さらに、地域防災計画に位置付けられた都市公園を整備することで、都市防災の拠点としての役割を担い、安全で安心できる都市づくりに寄与する都市公園を目指します。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費 合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

3,562百万円 Ａ

交付対象事業

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名

1.3%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

10㎡/人

2㎡/人以上

備考

－

（H30末）

8.7㎡/人

0㎡/人

Ｃ

朝倉市 朝倉市公園施設長寿命化対策支援事業 改築・更新 朝倉市

朝倉市 朝倉市公園施設長寿命化計画策定調査 長寿命化計画策定　1公園 朝倉市

費用便益比

朝倉市 十文字公園 公園整備　7.0ha 朝倉市

備考番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名 費用便益比

市道　石佛・野口線 道路改良工事 朝倉市

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名 備考

朝倉市

事業実施期間（年度）
備考

（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



朝倉市安全で快適な都市公園の整備（防災・安全）

平成28年度　～　平成32年度　（5年間） 朝倉市

社会資本総合整備計画 平成３０年２月２８日

計画の名称 重点計画の該当

計画の期間 交付対象

計画の目標

朝倉市は、市民１人当たりの都市公園面積が１０㎡以下で目標に至っていない。また、都市公園の施設は老朽化が進んでおり、安全で安心して利用できるように維持管理を行う必要がある。そこで、新たな都市公園の整備や既存公園の改築・更新を行い、多くの方が
安全で快適に利用でき、魅力ある都市公園づくりを目指します。さらに、地域防災計画に位置付けられた都市公園を整備することで、都市防災の拠点としての役割を担い、安全で安心できる都市づくりに寄与する都市公園を目指します。

交付金の執行状況
（単位：百万円）

H32H28 H29 H30 H31

計画別流用
増△減額
（b）

0.000 △ 7.400

配分額
（a）

137.890 138.000

前年度からの繰越額
（d）

0.000 3.404

交付額
（c=a+b）

137.890 130.600

翌年度繰越額
（f）

3.404 43.290

支払済額
（e）

134.486 90.714

不用額
（h = c+d-e-f）

0.000 0.000

うち未契約繰越額
（g）

0.000 0.000

未契約繰越＋不用率が10％を超えてい
る場合その理由

- -

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0%



朝 倉 市

8.7㎡/人 8.7㎡/人

14.2% 25.0% 30.0%

6.9% 6.9% 20.0%

計画の名称 　朝倉市安全で快適な都市公園の整備（防災・安全）

計画の期間 　平成２８年度～平成３２年度　（５年間） 交付対象

Ａ１ 都市公園事業（十文字公園）

Ｃ１ 道路改良事業（石佛・野口線）

Ａ２ 朝倉市公園施設長寿命化対策支援事業

Ａ３ 朝倉市公園施設長寿命化計画策定調査


